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❶ 背景・目的 

 

１ 背景 

 我が国では、1960年代の高度経済成長期において、急激な人口増加や社会環境の変化が

起こりました。こうした時代の流れや市民ニーズの多様化などに応える形で、全国の自治体が教

育文化施設やコミュニティ施設などの建設と共に、道路や下水道等の多くの公共施設の整備を

積極的に進めてきました。 

 この時期に整備された公共建築物は建設後すでに相当の年数が経過しており、大規模改修

や建替えの一つの目安とされる築後 30年を経過した施設も多く存在し、大規模な改修・修繕が

必要となる時期が到来しつつあります。また、時代の変化とともに、人々の生活スタイルも様変わ

りし、一部の施設では建設当時の想定や目的とは異なった利用がされているものも見受けられる

ようになってきました。 

本市においても同様の問題を抱えていますが、市民の財産である公共建築物を有効活用す

るとともに、今後の財政状況や社会情勢を見据えた行政サービスの拠点として再構築し、持続

可能なまちづくりを推進していく必要があります。 

そこで、本市は、平成 29 年 3 月にファシリティマネジメントの考え方を取り入れた「公共施設

等総合管理計画（以下「総合管理計画」という）」を策定しました。 

総合管理計画では、施設マネジメントを「品質」「供給」「財務」の課題として捉え、入口戦略と

して「①全庁的な体制と情報共有」「②PPP・PFIの活用」「③広域連携の検討」、出口戦略として

「④施設総量の適正化」「⑤施設の長寿命化」「⑥定期的な点検の実施」「⑦財務負担の削減

（不用財産の売却、公共施設等管理基金への積み立てなど）」を７本の柱として取り組むことに

より、安全・安心で質の高い施設サービスの提供と持続可能で安定的な財政運営を目指すこと

を目標としています。 

 

 

２ 目的 

 「文化推進課及びスポーツ交流課の所管施設である個別施設計画（以下「本計画」という）」

は、前述の総合管理計画における出口戦略の 1 つである「⑤施設の長寿命化」「⑥定期的な点

検の実施」を推進するために策定するものです。 

 本市が保有する公共建築物のうち、「次世代に引き継ぐもの（今後も継続して使用するもの）」

については、総合管理計画で定めたとおり、目標使用年数として鉄筋コンクリート造建築物の標

準耐用年数（「建設工事標準仕様書 JASS5鉄筋コンクリート工事」日本建築学会）である 65年

以上使用し続けることを前提に維持管理計画を策定し、施設の長寿命化を目指します。 
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３ 計画期間 

 計画期間は、概ね 10 年とします。ただし、この期間内でも人口動態、社会経済情勢、国の補

助制度、起債制度などの動向により、柔軟に計画を見直すこととします。 

 

４ 対象施設 

 本市が保有する文化スポーツ施設（文化会館、公民館、学習等供用施設、図書館、勤労青

少年ホーム、スポーツ施設） 

 

 

❷ 施設の設置目的と実態 

 

１ 設置目的等 

 施設ごとの設置目的、状況及び動向は次のとおりです。 

 

 文化会館                                                  

◆ 設置目的：市民の文化の向上と福祉の増進を図るため。  

 

 公民館                                                       

◆ 設置目的： 住民の教養の向上、健康の増進を図るため。 

 

 学習等供用施設                                                

◆ 設置目的：学習、保育、休養及び集会等の用に供するため。  

 

 図書館                                                     

◆ 設置目的：市民の教養と文化の発展に寄与するため。 

 

 勤労青少年ホーム                                                     

◆ 設置目的：勤労青少年の健全育成と福祉の増進を図るため。 

 

 スポーツ施設                                                     

◆ 設置目的：市民の体力の向上を図るため。  

 

２ 基本データ（建築年、築年数、構造、劣化状況等） 

文化スポーツ施設の基本データ及び凡例の説明は、以下のとおりです。 
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表 1-1 文化会館の基本データ 

施設名称 建築年 構造 階数 耐震性 面積（㎡） 備考 

市民文化会館 1982 SRC 3 有 4,441.61  

 

表 1-2 公民館の基本データ 

施設名称 建築年 構造 階数 耐震性 面積（㎡） 備考 

南部公民館 1984 SRC 2 有 2,491.09  

塔野地公民館 1983 ＲＣ 2 有 428.90  

善師野公民館 1992 SRC 2 有 375.80  

  

表 1-3 の学習等供用施設の基本データ 

施設名称 建築年 構造 階数 耐震性 面積（㎡） 備考 

犬山南学習等供用施設 1984 ＲＣ 2 有 548.96  

上野学習等供用施設 1986 ＲＣ 2 有 565.30  

城東学習等供用施設 1981 ＲＣ 2 有 548.82  

羽黒学習等供用施設 1983 ＲＣ 2 有 382.66  

楽田学習等供用施設 1980 ＲＣ 2 有 574.23  

丸山学習等供用施設 1995 ＲＣ 2 有 535.06  

 

表 1-4 図書館の基本データ 

施設名称 建築年 構造 階数 耐震性 面積（㎡） 備考 

本館 1990 ＲＣ 3 有 4,961.63  

  

表 1-5 勤労青少年ホームの基本データ 

施設名称 建築年 構造 階数 耐震性 面積（㎡） 備考 

勤労青少年ホーム 1974 RC 3 有 777.19  

 

表 1-6 スポーツ施設の基本データ 

施設名称 建築年 構造 階数 耐震性 面積（㎡） 備考 

体育館 2016 ＳＲＣ 2 有 6,573.88  

武道館 1983 ＲＣ 2 有 1,066.24  

体育センター 1980 S 1 有 751.77  

弓道場 1983 S 1 有 144.00  

野外活動センター 1996 S 2 有  601.75  

フィットネスフロイデ 1995 ＳＲＣ - 有 1247.40  
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【表 1-1から 1-6の凡例説明】 

◆ 構造の「RCは鉄筋コンクリート造」、「Sは鉄骨造」を示します。（SRCは鉄骨鉄筋コンクリート 

造、Wは木造） 

◆ 耐震性の「新は新耐震基準のため耐震性あり」、「改修済は耐震改修済み」、「有は耐震診 

  断の結果耐震性あり」、「未は耐震診断未実施」を示します。 

◆ 階数の「Bは地下」を示します。 

◆ 面積（㎡）は「延床面積」を示しますが、小規模な倉庫、駐輪場、管理事務所、トイレなどの

附属施設は除外しています。 

３ 活用状況 

◆ 文化スポーツ施設の利用件数及び利用者数の推移（過去５年分）、図書館については、図

書貸し出し利用冊数の推移（過去５年分）を以下に示します。 

 

表 2-１ 文化会館 （単位：延べ件数/延べ人数） 

 

 

表 2-2 公民館 （単位：延べ件数/延べ人数） 

 
 

表 2-3 学習等供用施設（単位：延べ件数/延べ人数） 

 
 

 

施設名称 種別 R2 R3 R4 R5 R6 備考
利用件数 162 184 286 277 268
利用者数 6,587 18,090 33,166 36,550 38,558

文化会館

施設名称 種別 R2 R3 R4 R5 R6 備考
利用件数 1,124 1,455 1,777 1,811 1,689
利用者数 23,325 45,211 53,522 53,651 49,742
利用件数 424 533 641 644 608
利用者数 4,808 6,087 7,773 8,013 9,106
利用件数 95 181 191 214 217
利用者数 887 1,756 2,550 2,721 3,140

善師野公民館

南部公民館

塔野地公民館

施設名称 種別 R2 R3 R4 R5 R6 備考
利用件数 1,269 1,328 1,521 1,424 1,537
利用者数 8,135 8,823 10,938 10,945 11,399
利用件数 1,512 1,850 2,026 2,082 2,129
利用者数 7,830 9,452 10,845 11,711 13,013
利用件数 860 1,028 1,139 1,153 1,024
利用者数 7,787 9,468 10,850 10,899 9,667
利用件数 1,065 918 1,046 1,102 1,220
利用者数 6,875 6,597 7,330 7,873 8,009
利用件数 1,140 1,339 1,547 1,564 1,380
利用者数 7,096 7,618 8,636 8,657 7,515
利用件数 913 1,264 1,541 1,551 1,664
利用者数 10,174 12,375 15,285 15,189 15,148

丸山

犬山南

上野

羽黒

城東

楽田
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表 2-4 図書館（単位：延べ図書貸出冊数/延べ人数） 

 

 

表 2-5 勤労青少年ホーム（単位：延べ件数/延べ人数） 

 

 

表 2-6 スポーツ施設（単位：延べ件数/延べ人数） 

 

 

❸ 施設整備の基本的な方針 

 

１ 施設の規模・配置計画等の方針 

 上位計画である犬山市公共施設等総合管理計画に基づく施設毎の建物劣化度、建物管理

度、運用費用度、設備管理度、立地環境度、施設活用度の指標と、施設の特性や市民ニーズ

を基に、施設のあり方(統合、廃止による集約化、複合化等)を検討することになりますが、計画

的な保全により長寿命化が図られることから、基本的に現在の施設を維持していくものとします。 

  

２ 改修等の基本的な方針 

 施設の定期的な点検・診断を実施することで、計画的に施設や設備の維持管理、修繕、更新

を行い、予防保全による施設の改修等を図ります。 

 

施設名称 種別 R2 R3 R4 R5 R6 備考
利用件数 285,043 367,484 375,590 377,849 403,034
利用者数 70,342 95,308 107,035 118,036 137,123

図書館

施設名称 種別 R2 R3 R4 R5 R6 備考
利用件数 1,569 1,935 2,038 2,045 2,088
利用者数 10,099 16,199 16,317 17,516 17,838

勤労青少年ホーム

施設名称 種別 R2 R3 R4 R5 R6 備考
利用件数 2,664 3,633 4,183 4,488 4,741
利用者数 63,456 80,480 108,664 126,954 140,229
利用件数 1,032 1,343 1,562 1,614 1,546
利用者数 13,336 16,090 20,121 21,846 20,494
利用件数 1,534 2,027 2,157 2,155 2,004
利用者数 15,841 19,879 20,584 23,227 22,337
利用件数 1,757 2,359 1,236 1,102 969
利用者数 2,758 3,917 5,260 5,974 6,198
利用件数 114 141 184 163 186
利用者数 2,548 3,061 4,075 4,402 5,654
利用件数 511 520 552 506 567
利用者数 8,590 9,039 7,662 10,553 10,634
利用件数 4,827 5,938 6,341 6,236 5,698
利用者数 25,920 31,592 32,426 34,631 36,156

フィットネスフロイデ 利用者数 45,926 51,232 57,764 68,452 72,245

山の田公園野球場

山の田公園テニスコート

体育館

武道館

体育センター

弓道場

野外活動センター



6 

 

（１） 再配置計画と長寿命化（前提条件） 

再配置計画（施設の統廃合等）については、方向性が定まった施設もありますが、具体的な

実施時期が決定されているものではありません。 

本計画は、施設の長寿命化を主なテーマとしていることから、施設の統廃合等の方向性が計

画策定時点で概ね決定されている施設以外は、原則として長寿命化するものとして整理します。 

 

（２） 目標耐用（使用）年数の設定 

 長寿命化を定義する場合には、「いつまで使用するか」という「目標耐用（使用）年数」の設定

が必要不可欠です。建物の耐用年数については、表 3-1 に示すように様々なものがあり、一義

的に決まるものではありませんが、その長さは一般的に「物理的耐用年数＞経済的耐用年数＞

法定耐用年数＞機能的耐用年数」といわれています。 

 本市の総合管理計画では、「保有する公共建築物のうち、次世代に引き継ぐものについては、

目標耐用年数として鉄筋コンクリート造建築物の標準耐用年数である 65 年以上使用し続ける

ことを前提に維持管理計画を策定し、施設の長寿命化を目指します」としています。 

 また、「日本建築学会・建築物の耐久計画に関する考え方」では、目標耐用年数の最大値は

80年としています。 

 したがって、文化スポーツ施設のうち統廃合等を想定しない施設は、原則として、65 年以上

（最長 80年）使用することを目標とします。 

 

表 3-1 耐用年数の種類 

物理的耐用年数 

 

建築物の躯体や構成材が物理的あるいは、化学的原因により劣化し、要求

される性能を下回る年数 

【鉄筋コンクリート造（RC）、鉄骨鉄筋コンクリート造（SRC）】 

◆「日本建築学会・建築工事標準仕様書 JASS5鉄筋コンクリート工事（標 

準供用級として 65年）」 

◆「日本建築学会・建築物の耐久計画に関する考え方（普通品質鉄筋コン

クリート造の建築物の耐用年数の代表値として 60 年、目標耐用年数は 50

～80年）」 

【鉄骨造（S）】 

◆「日本建築学会・建築物の耐久計画に関する考え方（鉄骨造：重量鉄骨 

普通品質の建築物の耐用年数の代表値として 60年、目標耐用年数は 50 

～80年） ※ 軽量鉄骨の場合はそれぞれ 40年、30～50 年」 

【木造（W）】 

◆「日本建築学会・建築物の耐久計画に関する考え方（木造の建築物 

の耐用年数の代表値として 40年、目標耐用年数は 30～50年）」 
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経済的耐用年数 

 

継続使用するための補修・修繕費その他の費用が、改築又は更新する費用

を上回る年数 

法定耐用年数 

 

減価償却費を算出するために、財務省令「減価償却資産の耐用年数等に 

関する省令」で定められた年数 

【鉄筋コンクリート造（RC）】 

◆事務所又は美術館用のもの：50年 

【鉄骨造（S）】 

◆事務所又は美術館用のもので骨格材の肉薄 4 ミリ超：38 年 

【木造（W）】 

◆事務所又は美術館用のもの：24年 

機能的耐用年数 

 

使用目的が当初の計画から変わったり、建築技術の革新や社会的要求が

向上して陳腐化したりする年数 

 

（３） 一般的な長寿命化のメリットと実際の施設マネジメントにあたっての留意事項 

長寿命化のメリットとしては、一般的に「建替えと比較して構造体（柱や梁）の工事が大幅に減

少するため、工事費用の縮減や工期の短縮が可能」、「長寿命化改修への転換により、限られ

た予算でより多くの施設の安全性を確保しつつ、機能の向上を図ることができる」、「建て替えと

比べて廃棄物排出量や二酸化炭素発生量が減少し、環境負荷が低減する」と言われています。 

 ただし、すべての建物に該当するものではなく、構造体や設備等の劣化状況などの要因により、

長寿命化よりも解体して、建て替えをした方が良い場合もあります。 

 以上のことから、実際に施設マネジメント（長寿命化、建て替え、廃止など施設の方向性の決

定）をする場合は、総合的にメリットの大きな手法を選択していくこととなります。 

 とりわけ、長寿命化改修の検討にあたっては、構造体の詳細診断を実施し、長寿命化に適す

る施設かを見極めることを前提とします。 

また、詳細診断、それ以降の長寿命化、建て替え、廃止などの施設の方向性については、犬 

山市総合計画（実施計画）において決定することとします。 

 

構造体の詳細診断 

 構造体の詳細診断とは、「設計士や専門業者などを活用して（コストをかけて）実施する調査で、

棟ごとにコンクリートのコア抜き・中性化試験、部材接合部の劣化度の検証などを実施すること」

をいい、この結果から長寿命化の可否を判断します。 

 なお、実施時期については、原則として建築後 50 年程度を目安に実施することとし、内容は

建物の構造や規模に応じてその都度定めることとします。 
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図 3-1 長寿命化のイメージ図と解説（鉄筋コンクリート造の場合） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【解説】 

 ・縦軸は建物の水準（機能・性能）、横軸は経過年数を示します。 

 ・竣工（建物の完成）から年数が経過すると共に、社会的要求水準は高くなっていきます。これに伴い施設全体の機 

能に重度の支障が発生する水準も高くなっていきます。 

 ・竣工から年数が経過すると、経年による機能・性能の劣化により、青色の矢印のように建物の水準は低くなります。 

 ・施設全体に重度の支障が発生する水準に達しないように、随時改修を実施し、赤い矢印のように建物の水準をア 

ップします。 

 ・随時の改修では限界があるため、法定耐用年数の概ね中間期に大規模改修を実施し、赤い矢印のように、竣工 

時の水準までアップします。 

 ・その後、随時改修を実施しますが、法定耐用年数に差し掛かると、施設全体の機能に重度の支障が発生する水 

準に差し掛かるため、建て替えをするのか長寿命化改修をするのか決断をしなければならない時期が訪れます。 

 ・長寿命化改修の実施検討にあたっては、事前に詳細診断（コンクリートのコア抜き・中性化試験）を実施して、長寿 

命化改修に適する建物か判断をしなければなりません。 

 ・長寿命化改修を実施し、随時改修をしながら法定耐用年数を超えて使用したとしても、いずれ限界が訪れます。 

その限界は概ね 80年と言われています。よって、80年を目標耐用（使用）年数として設定しています。 

 ◆ 大規模改修：主に現状回復を目的とする改修 

例） 外壁、内装等の改修、屋上防水等の改修、トイレ改修等、電気・空調設備改修等 

 ◆ 長寿命化改修：主に現状回復に加え機能向上を目的とする改修 

   例） 外壁、内装等の改修、屋上防水等の改修、トイレ改修等、電気・空調設備改修等 に加え 

      コンクリートの中性化対策、鉄筋の腐食対策、給排水管の更新、耐久性に優れた仕上げ材への更新 

      バリアフリーなど多様な社会的要求への対応 

建物の水準 

竣工 ２０ ３０ ４０ ５０ ６０ ８０年 

大
規
模
改
修
費 

長
寿
命
化
改
修
費 

建
て
替
え
（改
築
）費 

UP 
UP 

改修 
改修 

高 

低 

経
過
年
数 

UP 

詳細診断 

経年による機能・性能の劣化 
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❹ 基本的な方針等を踏まえた施設整備の水準等 

 

１ 改修等の整備水準（中長期的な視点） 

 文化スポーツ施設は、耐震性能に関しては、1981 年以降に建設された新耐震の建物は特に

問題はなく、その他の施設についても耐震診断・耐震改修を実施し、耐震性の確保に努めてい

ます。 

 これまで、施設管理者による日常的な点検を実施し、不具合カ所を早期発見し、定期的に修

繕、または大規模改修し、原状回復に努めてきました。 

今後は、継続して予防保全に努めながら、本計画に基づき長寿命化のための改修についても

建築後 50年程度を目安に検討していきます。 

また、社会ニーズの変化などから施設に要求される性能は高まることが予想されるため、大

規模改修や建て替え時には、利用者の意見を可能な限り反映させることに努め、施設水準の向

上を図っていきます。 

 

２ 日常的な維持管理の項目・手法等（短期的な視点） 

（１） 維持管理の基本的な考え方 

日常的な維持管理を適正に実施することにより、予防保全（不具合箇所を早期発見し、コスト

や時間のかかる大規模な修繕、改修が必要となる事態を可能な限り少なくすること）に努めます。 

図 4-1の「みる（観察）→わかる（状況判断）→きめる（意思決定）→うごく（行動）」のループを

継続的に繰り返すことにより、現場の問題解決能力を高めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4-1 日常的な維持管理のイメージ 

 

 

観察 

み る 
 

状況判断 

わかる  

意思決定 

きめる 

 

行動 

うごく 
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（２） 維持管理の実施にあたって 

維持管理の実施にあたっては、このたび導入した公共施設管理システム（Cross Point FM）に

搭載の「施設点検シート」を活用し、継続的に施設の観察を実施し、実態把握を図ります。 

これとあわせて、コストをかけて実施する法定点検（電気工作物、消防用設備等の設備保守

点検業務委託など）による報告書等からの情報を基に、劣化・修繕必要箇所の抽出をし、保全

計画を立案します。 

保全計画の実施にあたっては、予算が限られることから、財政担当部局と施設管理課が協議

をし、優先順位を決定した上で行います。 

なお、突発的な事故、設備の停止などで施設の稼働に支障があるなど、緊急を要し早期対

応が必要なケースで、既決予算で対応が困難な場合は、予備費を充用することで対応します。 

❺ 長寿命化等の計画と直近 5年の保全計画 

１ 改修等の優先順位付けと長寿命化等の計画 

（１） 優先順位の考え方 

 日常点検による劣化診断、建築後 50 年程度を目途に実施する詳細診断、統廃合の計画な

どから総合的に判断します。 

 

（２） 長寿命化等の計画（中長期保全計画） 

 個別の施設ごとに、今後の施設の整備に関する計画を表 4-1 から表 4-6 のとおり策定しまし

た。 

 具体的な改修内容、実施の優先順位や事業年度、事業費については、別途実施する詳細診

断の結果やその時点での社会情勢等を踏まえ、犬山市総合計画（実施計画）において決定しま

す。 

表 4 -1 市民文化会館の長寿命化等の計画  

施設名称 建築年 経過年数 
中期計画 

～2030（R12） 

長期計画 

～2040（R22） 

超長期 

～2050（R32） 

市民文化会館 1982 44 定期修繕 長寿命化または 

建て替え等検討 

 

 

表 4 -2 公民館の長寿命化等の計画  

施設名称 建築年 経過年数 
中期計画 

～2030（R12） 

長期計画 

～2040（R22） 

超長期 

～2050（R32） 

南部公民館 1984 42 定期修繕 長寿命化または 

建て替え等検討 

 

塔野地公民館 1983 43 詳細診断 

長寿命化改修 

建て替え検討  
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善師野公民館 1992 34 定期修繕 詳細診断 

長寿命化改修 

建て替え検討 

 

表 4 -3 学習等供用施設の長寿命化等の計画  

施設名称 建築年 経過年数 
中期計画 

～2030（R12） 

長期計画 

～2040（R22） 

超長期 

～2050（R32） 

犬山南学習等供用施設 1984 42 詳細診断 

長寿命化改修 

建て替え検討  

上野学習等供用施設 1986 40 定期修繕 詳細診断 

長寿命化改修 

建て替え検討 

城東学習等供用施設 1981 43 詳細診断 

長寿命化改修 

建て替え検討  

羽黒学習等供用施設 1983 43 詳細診断 

長寿命化改修 

建て替え検討  

楽田学習等供用施設 1980 46 詳細診断 

長寿命化改修 

建て替え検討  

丸山学習等供用施設 1995 31 定期修繕 詳細診断 

長寿命化改修 

建て替え検討 

 

表 4-4 図書館の長寿命化等の計画 

施設名称 建築年 経過年数 
中期計画 

～2030（R12） 

長期計画 

～2040（R22） 

超長期 

～2050（R32） 

本館 1990 36 定期修繕 詳細診断 

長寿命化改修 

建て替え検討 

 

表 4-5 勤労青少年ホームの長寿命化等の計画 

施設名称 建築年 経過年数 
中期計画 

～2030（R12） 

長期計画 

～2040（R22） 

超長期 

～2050（R32） 

勤労青少年ホーム 1974 51 詳細診断 

建て替え検討 
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表 4-6 スポーツ施設の長寿命化等の計画 

施設名称 建築年 経過年数 
中期計画 

～2030（R12） 

長期計画 

～2040（R22） 

超長期 

～2050（R32） 

体育館 2016 9 定期修繕 定期修繕 定期修繕 

武道館 1983 42 定期修繕 詳細診断 

長寿命化改修 

建て替え検討 

体育センター 1980 45 定期修繕 詳細診断 

長寿命化改修 

建て替え検討 

弓道場 1983 42 定期修繕 詳細診断 

長寿命化改修 

建て替え検討 

野外活動センター 1996 29 定期修繕 定期修繕 詳細診断 

長寿命化改修 

フィットネスフロイデ 1995 30 定期修繕 定期修繕 詳細診断 

長寿命化改修 

 

２ 直近 5年の保全計画（短期保全計画） 

 個別の施設ごとに、直近 5 年の短期的な保全計画を表 5-1 から表 5-6 のとおり策定しまし

た。2021 年度（令和 3 年度）は予算額を記載しています。2022 年度（令和 4 年度）以降は計

画額を記載しており、決定されたものではなく見込みを記載しています。 

 

表 5-1 文化会館の短期保全計画                        (千円) 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

2021(R3) 2022(R4) 2023(R5) 2024(R6) 2025(R7) 2026(R8) 2027(R9) 2028(R10) 2029(R11) 2030(R12)

1年目 2年目 3年目 4年目 5年目 6年目 7年目 8年目 9年目 10年目

構造 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

建築 0 0 59 1,879 38,229 65,023 0 0 0 0

電気設備 733 194 4,307 777 42,202 41,828 5,393 12,769 9,932 7,062

機械設備 15,101 2,065 1,996 10,213 23,845 23,438 2,500 167 0 4,125

15,834 2,259 6,362 12,869 104,276 130,289 7,893 12,936 9,932 11,187

文化会館

合計

施設名 区分

実施時期

実績 計画
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表 5-2 公民館の短期保全計画                          (千円) 

 

 

表 5-3 学習等供用施設の短期保全計画                    (千円) 

 

 

2021(R3) 2022(R4) 2023(R5) 2024(R6) 2025(R7) 2026(R8) 2027(R9) 2028(R10) 2029(R11) 2030(R12)

1年目 2年目 3年目 4年目 5年目 6年目 7年目 8年目 9年目 10年目

構造 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

建築 1,243 495 1,084 1,770 39,763 39,528 509 0 0 0

電気設備 32 299 567 465 12,045 11,823 6,648 3,188 5,607 1,735

機械設備 0 1,663 2,609 444 22,336 21,781 0 0 0 0

構造 0 0 0 0 292 171 0 0 0 0

建築 263 261 165 96 0 200 240 493 346 710

電気設備 35 92 0 0 1,505 0 0 0 0 0

機械設備 0 0 143 1,628 36 0 205 0 246 0

構造 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

建築 0 61 0 0 0 200 240 288 346 415

電気設備 45 99 179 77 3,112 0 0 0 0 0

機械設備 189 0 21 70 704 0 0 0 0 0

1,807 2,970 4,768 4,550 79,793 73,703 7,842 3,969 6,544 2,860合計

施設名 区分

塔野地公民館

善師野公民館

南部公民館

実施時期

実績 計画

2021(R3) 2022(R4) 2023(R5) 2024(R6) 2025(R7) 2026(R8) 2027(R9) 2028(R10) 2029(R11) 2030(R12)

1年目 2年目 3年目 4年目 5年目 6年目 7年目 8年目 9年目 10年目

構造 0 0 1,265 0 0 0 0 0 0 0

建築 404 0 233 0 0 119 77 92 111 133

電気設備 87 66 198 2,943 0 0 0 0 0 0

機械設備 28 0 0 69 99 0 0 0 0 0

構造 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

建築 167 230 134 0 100 548 77 92 111 133

電気設備 0 60 0 2,777 64 0 0 0 0 0

機械設備 124 11 342 44 0 0 0 0 0 0

構造 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

建築 180 0 0 0 0 64 77 92 111 133

電気設備 0 32 0 3,499 0 0 0 0 0 0

機械設備 0 406 41 146 0 0 0 0 0 0

構造 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

建築 0 300 95 77 0 0 0 0 0 0

電気設備 11 108 0 193 1,997 0 0 0 0 0

機械設備 0 0 44 0 0 195 0 0 0 0

構造 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

建築 99 0 0 0 0 64 77 92 111 133

電気設備 29 99 0 3,210 0 0 0 0 0 0

機械設備 0 53 83 44 0 0 0 0 0 0

構造 0 0 0 3,072 0 0 0 0 0 0

建築 0 89 0 264 100 65 78 94 112 135

電気設備 196 157 327 4,015 0 0 0 0 0 0

機械設備 168 2,921 0 86 9 0 0 0 0 0

1,493 4,532 2,762 20,439 2,369 1,055 385 462 555 666合計

丸山
学習等
供用施設

施設名 区分

犬山南
学習等
供用施設

上野
学習等
供用施設

城東
学習等
供用施設

羽黒
学習等
供用施設

楽田
学習等
供用施設

実施時期

実績 計画
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表 5-4 図書館の短期保全計画                          (千円) 

 
 

表 5-5 勤労青少年ホームの短期保全計画                    (千円) 

 
 

表 5-6 スポーツ施設の短期保全計画                      (千円) 

 

2021(R3) 2022(R4) 2023(R5) 2024(R6) 2025(R7) 2026(R8) 2027(R9) 2028(R10) 2029(R11) 2030(R12)

1年目 2年目 3年目 4年目 5年目 6年目 7年目 8年目 9年目 10年目

構造 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

建築 2,999 54,220 5,811 4,594 265 8,141 0 0 0 0

電気設備 161 14,734 14,047 1,727 26,902 0 0 61 10,271 5,000

機械設備 3,759 2,045 4,840 2,598 3,820 1,659 13,948 7,443 293 0

6,919 70,999 24,698 8,919 30,987 9,800 13,948 7,504 10,564 5,000合計

施設名 区分

本館

実施時期

実績 計画

2021(R3) 2022(R4) 2023(R5) 2024(R6) 2025(R7) 2026(R8) 2027(R9) 2028(R10) 2029(R11) 2030(R12)

1年目 2年目 3年目 4年目 5年目 6年目 7年目 8年目 9年目 10年目

構造 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

建築 865 119 534 242 0 300 1,616 1,814 2,014 1,813

電気設備 1,146 1,040 401 748 169 50 0 210 0 490

機械設備 395 3,411 11 0 131 0 224 0 196 146

2,406 4,570 946 990 300 350 1,840 2,024 2,226 2,449

勤労青少年
ホーム

合計

施設名 区分

実施時期

実績 計画

2021（R3） 2022（R4） 2023（R5） 2024（R6） 2025（R7） 2026（R8） 2027（R9） 2028（R10） 2029（R11） 2030（R12）

1年目 2年目 3年目 4年目 5年目 6年目 7年目 8年目 9年目 10年目

構造 0 0 0 0 0 0 0 20,000 20,000 0

建築 1,097 1,797 1,966 1,999 203,595 4,000 0 0 0 0

電気設備 0 0 0 15653 0 0 20,000 0 0 15,000

機械設備 0 0 0 0 0 0 2,000 3,000 3,000 3,000

構造 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

建築 1,247 751 66 2130 783 825 825 825 825 825

電気設備 1,155 115 9 553 0 0 0 0 0 0

機械設備 0 19 0 0 0 0 0 0 0 0

構造 0 0 0 0 0 0 0 0 0

建築 1,684 3967 425 7659 500 1,595 825 825 825 825

電気設備 1254 55 51 0 0 0 0 0 0 0

機械設備 0 132 0 0 0 0 0 0 0 0

構造 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

建築 133 1043 644 88 800 825 825 825 825 825

電気設備 0 154 0 0 0 0 0 0 0 0

機械設備 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

構造 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

建築 280 71 408 999 317 880 880 880 880 880

電気設備 0 187 0 88 0 0 0 0 0 0

機械設備 4 186 101 0 0 0 0 0 0 0

構造 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

建築 109 292 732 1294 0 880 880 880 880 880

電気設備 0 14471 0 132 0 20,009 0 0 20,000 0

機械設備 374 39 22 0 0 0 0 0

構造 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

建築 2,707 130 2872 3158 0 0 0 0 0 0

電気設備 0 822 46 45 1950 0 0 0 0 0

機械設備 267 1,929 579 4,522 5,200 7,259 4,970,000 17,000 7,760 24,250

10,311 26,121 7,938 38,342 213,145 36,273 4,996,235 44,235 54,995 46,485

計画

体育
センター

合計

施設名 区分

体育館

武道館

弓道場

実施時期

野外活動
センター

山の田公園
野球場

テニスコート

フィットネス
フロイデ

実績
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❻ 長寿命化を含めた保全計画の継続的運用方針 

 

１ 情報基盤の整備と活用 

 公共施設管理システム（Cross Point FM）を活用して、施設の基本情報、光熱水費をはじめと

する運営経費、工事履歴や劣化情報を一元管理します。 

 

２ 推進体制等の整備 

 所管課である文化推進課及びスポーツ交流課を中心に、マネジメントを実施します。総合管理

計画を所管する経営改善課との情報共有は基より、施設の統廃合や長寿命化の実施にあたっ

て複数課による検討が必要となる場合は、必要に応じて全庁的な体制で対応を図っていきます。 

 

３ フォローアップ 

 本計画は、文化スポーツ施設の改修や建て替え、統廃合等の方針及び概要を示すものです。

公共施設管理システム（Cross Point FM）を活用し、情報の把握、更新をするとともに、施設の

統廃合や長寿命化の実施にあたっては、他施設の個別施設計画の動向を伺いながら、平準化

を図るなど、実施年次及び個別の事業費を精査します。 

 また、各種補助金、地方債（公共施設等適正管理推進事業債）などの情報把握及び活用を

積極的に行っていきます。 

 

❼ 計画策定担当部署 

 

 犬山市 教育部 文化推進課    TEL：0568-44-0352 

            スポーツ交流課 TEL：0568-44-0353 


